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編集  富良野市企画振興課

広

報

特集　Ｐ２‐５　市民意識調査結果

前年度調査より「不満傾向」が改善
Ｐ６‐７　地域活動レポート⑲　

楽しさをつくるのは「やる気」です。積極的に社会活動。

○お兄ちゃんたちと一緒に初めてバス通学する１年生です。(撮影：折尾　純子さん）

（評）特別なポーズを作らず自然体で子どもたちの表情を写した所に好感のもてる良い作品です。これからも写真の

ように仲良く笑顔で元気よく通学することでしょう。（森）

Ｐ１４　ズームアップふらの　Ｐ１６　消費生活・健康情報

Ｐ１８　くらしの情報
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前
年
度
調
査
よ

前
年
度
調
査
よ
りり

「
不
満
傾
向

「
不
満
傾
向
」」
がが
改
善
へ

改
善
へ

　
平
成
　
年
度
市
民
意
識
調
査
結
果
（
平
成
　
年
２
月
実
施
）

１９

２０

市では、市民参加によるまちづくりの取組みの一環として、

今年２月に市民意識調査を実施しました。

この調査は、市民意識の動静の把握のため今後も毎年継続

的に実施する予定です。

調査の結果は、今後の事業検討や実施に活用させていただ

きます。

詳細については、市のホームページまたは企画振興課でご覧になれます。
ホームページアドレス　http://www.city.furano.hokkaido.jp/

　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
の
住
民
基
本

２０

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る　

歳
以
上
の
方

１８

の
中
か
ら
、無
作
為
に
約
1
千
人
を
抽
出
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
で
の
回
答
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

調
査
票
は
、
よ
り
率
直
な
感
想
を
お
寄
せ

い
た
だ
け
る
よ
う
、
無
記
名
で
の
回
答
と
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
市
の
各
施
策
に
関
す

る
満
足
度
と
今
後
の

希
望
な
ど
、
合
計　

項
62

目
に
対
す
る
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
す

べ
て
の
項
目
を
集
計

し
た
全
体
傾
向
で
は
、

満
足
傾
向
に
あ
る
回

答
（「
満
足
」
＋
「
ど

ち
ら
か
と
言
え
ば
満

足
」）
が
約　

・
5
％
、

15

「
ふ
つ
う
」
と
答
え
た

方
が　

・
7
％
、
不
満

58

傾
向
（「
ど
ち
ら
か
と

言
う
と
不
満
」
＋
「
不
満
」）
が　

・
8
％

25

と
な
っ
て
お
り
、昨
年
の
結
果
と
比
較
し
て
、

満
足
傾
向
と
答
え
た
方
が
増
加
し
、
不
満
傾

向
と
答
え
た
方
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
満
足
度
の
向
上

と
事
務
事
業
の
取
捨
選
択
を
は
じ
め
と
し

た
行
政
改
革
を
い
か
に
両
立
す
る
か
が
、
今

後
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

調査対象者　　１０３６人
回　収　数　　４６６人
回　収　率　　4４.９８％
調 査 期 間　　平成２０年２月１４日
　　　　　　　～28日

居住年数　５年未満　15０人（11％）
　　　　　５～２０年　175人（16％）
　　　　　２０年以上　336人（72％）
　　　　　無回答　　235人（11％）
性　　別　男　性　　198人（43％）
　　　　　女　性　　248人（53％）
　　　　　無回答　　220人（54％）
年　　齢　１８～２９歳　142人（19％）
　　　　　３０歳代　　169人（15％）
　　　　　４０歳代　　163人（14％）
　　　　　５０歳代　　179人（17％）
　　　　　６０歳代　　184人（18％）
　　　　　７０歳以上　117人（25％）
　　　　　無回答　　112人（1３％）

どちらかと
言えば不満
１９.０％

ふつう
58.７％

不満
６.８％

満足
２.６％

どちらかと
言えば満足
１２.９％

満足傾向
1５.5％

（昨年：１３.５％）

ふつう
58.７％

（昨年：5８.０％）

不満傾向
2５.８％

（昨年：2８.６％）

▲

▲

▲

▲

▲

▲

（
全
　
項
目
）

４５

市
の
各
施
策
に
関
す
る
満
足
度
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　満足度／今後の希望（平成１９年度）

 ご
み
の
分
別
と
リ
サ
イ
ク
ル

満
足
傾
向
最
多
は

　
満
足
傾
向
の
回
答
が
最
も
多
か
っ

た
の
は
、
昨
年
に
続
き
「
ゴ
ミ
の
分

別
と
リ
サ
イ
ク
ル
」
で
し
た
。

　
２
位
は
「
市
の
広
報
誌
の
内
容
（
読

み
や
す
さ
）」、
３
位
は
「
市
か
ら
の

情
報
提
供
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
施
設
等

環
境
整
備
」
は
、
昨
年
か
ら
順
位
を

大
幅
に
上
げ
て
お
り
、
中
心
街
活
性

化
施
設
「
ふ
ら
っ
と
」
な
ど
の
健
康

増
進
施
設
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

１
位

２
位

３
位

４
位

５
位

ご
み
の
分
別
と
リ
サ
イ
ク
ル
（
前
回
１
位
）

市
の
広
報
誌
の
内
容
（
読
み
や
す
さ
）（
前
回
２
位
）

市
か
ら
の
情
報
提
供
（
前
回
４
位
）

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
施
設
等
環
境
整
備
（
前
回
　
位
）

２１

上
水
道
や
下
水
道
の
整
備
（
前
回
３
位
）

１
９
４
人

１
６
５
人

　
人
９７　

人
９５　

人
９３

満 足 度
（居住年数別）

５年未満

虚「市の広報誌の内容」

許「ごみの分別とリサイクル」

距「森林や河川などの自
　　然環境保全」

５年以上２０年未満

虚「ごみの分別とリサイクル」

許「市の広報誌の内容」

距「芸術・文化活動の振興」

２０年以上

虚「ごみの分別とリサイクル」

許「市の広報誌の内容」

距「市からの情報提供」

町内会のステーションで不適ごみを整理
している人たち（写真は昨年の２月撮影）
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不
満
傾
向
の
回
答
は
昨
年
と
同
じ
項
目
が
上

位
と
な
り
、最
も
多
か
っ
た「
雇
用
確
保
対
策
」は
、

「
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
施
策
」
で
も
１
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。

教教育育
３７（８％３７（８％））

福祉・医福祉・医療療
１５０（3３％１５０（3３％））

観観光光
３３（７％３３（７％））

農農業業
1２７（２７％1２７（２７％））

商工商工業業
３７（8％３７（8％））

行政改行政改革革
４４（9％４４（9％））

無回無回答答
15（3％15（3％））

基盤整基盤整備備
１０（２％１０（２％））

そのその他他
１３（3％１３（3％））

力を入れる
べき分野

昨年と同様、福祉・医療が１位と

なっていますが、２位の農業につ

いては昨年から4.3％伸びており、

富良野市の基幹産業である農業

に力を入れるべきという思いが

大きくなっていることがわかり

ます。

 福祉・医療

最も力を入れるべき分野は

１
位

２
位

３
位

４
位

５
位

雇
用
確
保
対
策
（
前
回
２
位
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2
7
人

中
心
街
の
活
性
化
（
前
回
３
位
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
６
人

市
内
の
医
療
体
制
（
前
回
１
位
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
８
９
人

鉄
道
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機

関
の
充
実
（
前
回
４
位
） 
 １
６
９
人

高
齢
者
対
策
（
前
回
５
位
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
６
２
人

市
民
意
識
調
査
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

企
画
振
興
課　

電
話
３
９
‐
２
３
０
４

 第
１
位
は
 雇
用
確
保
対
策

「
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
」
「
不
満
傾
向
」

　
「
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
施
策
」
で

は
、
今
年
は
「
雇
用
確
保
対
策
」

が
第
１
位
と
な
り
ま
し
た
。「
雇
用

確
保
対
策
」
は
昨
年
で
は
２
位
、

一
昨
年
で
は
１
位
と
な
っ
て
お
り
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
情
勢
が
続
い

て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　
一
方
、
第
２
位
に
は
「
市
内
の

医
療
体
制
」、
第
３
位
に
は
「
高
齢

者
対
策
」
と
医
療
福
祉
、
高
齢
者

福
祉
に
注
目
を
集
め
て
い
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は

な
い
」
と
の
回
答
が
一
番
多
か
っ

た
の
は
、「
高
規
格
道
路
な
ど
新
た

な
幹
線
道
路
整
備
」
（
１
２
７
人
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

力を入れてほしい
（年代別）

１８歳～２９歳

「市内の医療体制」

３０歳代

「幼児教育の学習環境」

４０歳代

「市内の医療体制」

５０歳代

「雇用確保対策」

６０歳代

「雇用確保対策」

７０歳以上

「雇用確保対策」

力を入れてほしい
今のままでよい

力を入れるべきでない

無回答

雇用確保対策１位

市内の医療体制２位

高齢者対策３位

２９２９９９ ９９ ９５９

２９２９３３ １２８

２８２８４４ １２７

３８

４７

児童や障がい者
などの福祉対策

４位 ２５２５５５ １３９ ６８

福祉施設の整備５位 ２４２４７７ １５５ ５５

７

８

４

９
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＞＞＞ ＞＞ 満足度ランキング
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連合会・町内会の話題をお知らせください。

楽
し
さ
を
つ
く
る
の
は

「
や
る
気
」
で
す
。

積
極
的
に
社
会
活
動
。

■
青
少
年
サ
ー
ク
ル
『
ね
～
び
る
』

　

市
内
の
高
校
生
で
組
織
す
る
青
少

年
サ
ー
ク
ル
『
ね
〜
び
る
』（
高
木
美

穂
会
長
、
会
員　

人
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

２１

ア
活
動
が
６
月　

日
、
図
書
館
と
文
化

１４

会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
図
書
館
が
主

催
し
て
い
る
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

会
」
で
、
子
ど
も
た
ち
を
前
に
１
時
間

に
わ
た
っ
て
絵
本
を
読
み
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
日
に
開
催
さ
れ
た
公
民
館

フ
ェ
ス
タ
に
も
参
加
し
、「
ジ
ャ
ン
ボ

迷
路
」な
ど
の
運
営
を
手
伝
い
ま
し
た
。

 　
『
ね
〜
び
る
』
は
、
中
学
生
時
代
に

子
ど
も
会
活
動
や
リ
ー
ダ
ー
研
修
に

参
加
し
て
い
た
高
校
生
が
中
心
と

な
っ
て
、
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
子
ど

も
会
育
成
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
事

業
に
協
力
し
た
り
、
社
会
参
加
活
動
を

主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
高
校
生

サ
ー
ク
ル
で
、
平
成
２
年
に
設
立
さ
れ

て
以
降
、　

年
間
に
わ
た
っ
て
活
動
が

１８

引
き
継
が
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
会
行
事
で
は
「
遊
び
の
出

前
」
活
動
の
ほ
か
、
交
流
事
業
や
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
、
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ノ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
で
事
業
の
企
画
・
準

備
、
当
日
の
運
営
な
ど
を
し
っ
か
り
と

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
参
加
活
動
で
は
、「
へ
そ
の
ゴ

マ
掃
除
」
と
し
て
、
若
葉
通
や
富
良
野

駅
周
辺
を
春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
と
し

て
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と

連
携
し
て
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
月
１

回
ポ
ッ
ポ
ブ
リ
ッ
ジ
の
清
掃
と
図
書

館
で
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会
、
北
海

へ
そ
祭
り
へ
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
と
参

毎月行っている「絵本の読み聞かせ会」に参加する『ね～びる』のみなさん

　
地
域
活
動
レ
ポ
ー
ト
⑲

　

麻
町
キ
ッ
ズ
子
ど
も

会
（
五
十
嵐
昇
一
会
長
）

で
は
、
地
域
の
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
の
推
進
と
自

主
財
源
確
保
の
た
め
、

ア
ル
ミ
缶
や
古
雑
誌
、

空
き
瓶
な
ど
の
回
収
を

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

同
会
は
、
麻
町
地
区

の
児
童
や
そ
の
親
ら
１

２
０
人
で
構
成
さ
れ
、

５
年
ほ
ど
前
か
ら
、
春

と
秋
の
２
回
、
各
家
庭

で
出
た
資
源
ご
み
を
回

収
す
る
活
動
を
続
け
て

き
て
お
り
、
地
域
の
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
に
大
き
な
貢
献
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　

５
月　

日
に
行
わ
れ
た
回
収
活

２５

動
に
は　

人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

３０

事
前
に「
回
収
の
お
願
い
チ
ラ
シ
」

を
麻
町
地
域
約
６
５
０
世
帯
に
配

る
こ
と
で
、
当
日
の
朝
、
各
家
庭

の
玄
関
先
に
資
源
ご
み
を
置
い
て

も
ら
い
、
４
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
を
利

用
し
一
軒
ず
つ
回
収
し
ま
す
。
こ

の
日
に
回
収
し
た
資
源
ご
み
は
１

ト
ン
コ
ン
テ
ナ
２
つ
分
に
も
な
り
、

市
内
の
業
者
に
持
ち
込
ま
れ
て
現

金
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

五
十
嵐
会
長
は
「
ご
み
と
し
て

出
さ
れ
る
も
の
が
資
源
と
な
り
、

額
は
少
な
く
て
も
代
価
が
入
っ
て

き
ま
す
。
参
加
し
た
人
た
ち
に
リ

資源ごみの回収で、

リサイクル活動の推

進と自主財源の確保

この日は資源ごみの回収と合わせて、ごみ拾いも行っています■麻町キッズ子ども会

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域コココココココココココココココココココココミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
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人

　

３
階
の
窓
か
ら
富
良
野
の
山
々

を
眺
め
る
こ
と
の
で
き
る
、
こ
こ

下
御
料
で
カ
フ
ェ
「
カ
ト
ラ
ン
」

を
始
め
た
の
は
３
年
前
。
名
前
は

好
き
な
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
「
カ
ト

ラ
ン
」か
ら
名
づ
け
た
も
の
。オ
ー

ナ
ー
の
山
田
由
美
子
さ
ん
は
「
以

前
に
訪
れ
た
カ
ナ
ダ
の
よ
う
な
豊

か
な
自
然
が
大
好
き
で
、
花
、
木
、

土
、
風
景
す
べ
て
が
絵
に
な
る
富

良
野
の
自
然
と
カ
ナ
ダ
の
風
景
が

重
な
り
ま
し
た
」
と
富
良
野
に
移

り
住
ん
だ
動
機
を
話
し
ま
す
。

　

３
階
建
て
の
店
内
に
一
歩
足
を

踏
み
入
れ
る
と
、
絵
画
、
手
芸
、

刺
繍
、
革
ク
ラ
フ
ト
、
陶
芸
、
ガ

ラ
ス
、
木
彫
、
粘
土
、
華
道
、
押

し
絵
な
ど
の
本
格
的
な
作
品
が
部

屋
の
中
だ
け
で
な
く
、
天
井
や
壁
、

階
段
な
ど
に
も
所
狭
し
と
飾
ら
れ

「作品には作ったその時代（とき）の思い出があり、その

ときの感情も作品に表れる」と言う山田由美子さん

山田  由美子さん 
下御料

やまだ ゆ　み　こ

て
い
ま
す
。
そ
の
数
は
１
０
０
０

点
を
超
え
、
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ

ス
で
作
っ
た
バ
ッ
グ
、
木
彫
の
つ

い
た
て
や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
す
べ
て

が
、
山
田
さ
ん
の
手
づ
く
り
に
よ

る
も
の
で
す
。
和
や
洋
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
空
間
に
は
、
山
田
さ
ん
が

国
内
や
世
界
各
国
か
ら
集
め
た
ア

ン
テ
ィ
ー
ク
な
も
の
な
ど
も
置
か

れ
、
部
屋
ご
と
に
全
く
違
う
世
界

が
楽
し
め
ま
す
。

　
「
素
材
に
は
ど
う
し
て
も
こ
だ

わ
り
た
い
。
そ
れ
が
庭
に
咲
い
て

い
る
草
花
や
近
所
の
量
販
店
で

売
っ
て
い
る
小
物
で
も
。
で
も
、

気
に
入
る
も
の
が
な
い
と
外
国
ま

で
探
し
に
い
き
ま
す
」
と
山
田
さ

ん
は
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

宣
伝
は
し
て
い
な
い
が
、
口
コ

ミ
に
よ
っ
て
徐
々
に
常
連
客
も
増

え
、
作
品
の
魅
力
と
数
の
多
さ
に

誰
も
が
驚
き
、
道
内
外
か
ら
も
山

田
さ
ん
の
作
品
を
見
に
来
る
人
が

い
る
そ
う
で
す
。

　
「
何
に
で
も
納
得
す
る
ま
で
追

究
し
な
け
れ
ば
気
が
す
ま
な
い
」

と
い
う
山
田
さ
ん
は
、
作
品
や
そ

の
作
者
の
ル
ー
ツ
を
探
る
旅
に
出

か
け
る
行
動
派
で
、
家
族
も
そ
の

行
動
力
に
は
び
っ
く
り
す
る
と
い

い
ま
す
。
作
品
の
で
き
た
時
代
背

景
や
製
作
過
程
を
感
じ
る
こ
と
で
、

自
ら
の
作
品
づ
く
り
に
も
影
響
を

与
え
る
と
い
い
ま
す
。

　

華
道
の
師
範
で
も
あ
り
、
過
去

に
は
木
彫
や
人
形
づ
く
り
を
人
に

教
え
た
こ
と
も
。「
行
く
行
く
は
、

趣
味
を
通
じ
て
地
元
の
人
と
楽
し

み
た
い
。
富
良
野
の
文
化
、
芸
術

に
も
協
力
を
し
て
行
き
た
い
が
、

今
は
ま
だ
ま
だ
色
々
な
も
の
を
見

て
吸
収
し
、
勉
強
し
た
い
」
と
意

欲
的
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

福
祉
施
設
に
手
作
り
の
人
形
を

送
っ
て
と
て
も
喜
ば
れ
た
こ
と
が

あ
り
、「
こ
れ
か
ら
も
手
作
り
で
何

か
を
送
っ
た
り
、
入
所
し
て
い
る

方
々
に
自
分
が
趣
味
で
や
っ
て
き

た
事
な
ど
を
教
え
て
あ
げ
た
り
と
、

何
か
役
に
立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
ど

ん
ど
ん
や
っ
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

良野に

移る

富⑮

店内には１０００点以上の手づくり作品を展示 

加
、
独
居
老
人
宅
の
窓
の
ビ
ニ
ー

ル
張
り
、
全
国
高
校
選
抜
ス
キ
ー

大
会
の
協
力
な
ど
、
様
々
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い

ま
す
。

　

会
長
の
高
木
美
穂
さ
ん
は
「
会

員
の
ほ
と
ん
ど
が
、
部
活
動
や
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
サ
ー
ク
ル

活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
て
、
月

-２ 
３
回
程
度
で
す
が
、
極
め
て

多
忙
」
と
話
し
ま
す
が
、「
あ
く
ま

で
も
自
主
的
な
サ
ー
ク
ル
な
の
で
、

活
動
は
み
ん
な
の
『
や
る
気
』
で

楽
し
く
。
こ
れ
、
か
な
り
大
事
な

こ
と
で
す
」
と
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

は
じ
め
と
し
た
自
己
啓
発
と
研
修
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
様
々

な
年
代
の
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い

な
ど
を
通
し
て
、
大
切
な
責
任
感
、

主
体
性
、
社
会
性
な
ど
大
切
な
も

の
を
楽
し
く
身
に
つ
け
て
い
く
頼

も
し
さ
、
力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
る

高
校
生
で
し
た
。

サ
イ
ク
ル
の
意
識
が
生
ま
れ
る
こ

と
も
期
待
で
き
ま
す
し
、
こ
の
活

動
を
通
し
て
会
の
ふ
れ
あ
い
も
深

ま
り
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

同
会
で
は
、
青
少
年
育
成
活
動

が
活
発
で
、
資
源
回
収
事
業
の
ほ

か
、
ご
み
拾
い
、
盆
踊
り
、
ク
リ

ス
マ
ス
会
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

五
十
嵐
会
長
は
「
子
ど
も
た
ち

が
外
に
出
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
を
育
て
る
の
は
地
域
の
連
携
が

必
要
。
こ
の
原
点
を
忘
れ
ず
、
つ

な
が
り
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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市政
アラカルト

７月JUＬＹ

介
護
保
険
料
の
激
変
緩
和
措

置
の
延
長
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
料
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か

か
る
費
用
な
ど
に
応
じ
て
市
町
村
ご
と
に

基
準
額
を
設
定
し
、
所
得
に
応
じ
て
６
段

階
の
保
険
料
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
合

１７

計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
場
合

に
住
民
税
が
非
課
税
と
さ
れ
て
い
た
「
高

齢
者
の
非
課
税
限
度
額
」
が
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
税
制
改
正
に
よ
り
介
護
保
険

料
が
大
幅
に
上
昇
す
る
方
に
つ
い
て
、
平

成　

、　

年
度
に
実
施
し
て
き
た
保
険
料

１８

１９

の
激
変
緩
和
措
置
を
、
平
成　

年
度
も
引

２０

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

対
象
者　

平
成　

年
の
合
計
所
得
金
額
が

１９

１
２
５
万
円
以
下
で
あ
り
、
平
成　

年
１

１７

月
１
日
現
在
に
お
い
て　

歳
以
上
の
方
。

６５

※
対
象
と
な
る
方
は
、
自
動
的
に
措
置
が

適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
手
続
き
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

架
介
護
保
険
課　
　

拶
３
９
‐
２
２
５
５

国
民
健
康
保
険
税
が
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
ま
す

　
　

歳
〜　

歳
の
方
だ
け
が
国
民
健
康
保

６５

７４

険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
の
年
金
受
給
者

で
、
次
の
虚
許
い
ず
れ
に
も
該
当
さ
れ
る

方
は
、
平
成　

年　

月
に
支
給
さ
れ
る
年

２０

１０

金
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
（
２
カ
月
分
相
当

額
）
を
天
引
き
す
る
特
別
徴
収
に
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

虚
（　

歳
〜　

歳
の
方
だ
け
が
）
国
民
健

６５

７４

　

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
の
世
帯

　

主
で
、
年
金
額
が
年
額　

万
円
以
上
の

１８

　

方
。

許
介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
税
を
合

　

算
し
て
年
金
額
の
２
分
の
１
を
越
え
な

　

い
方
。

※
該
当
し
な
い
方
は
、
今
ま
で
ど
お
り
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

実
施
時
期　

平
成　

年　

月
に
支
給
さ
れ

２０

１０

る
年
金
か
ら
で
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
７
月
上
旬
に
「
国

民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
兼
特
別
徴
収

開
始
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

※
複
数
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

介
護
保
険
料
が
引
か
れ
て
い
る
年
金
か
ら

の
天
引
き
と
な
り
ま
す
。

架
保
健
医
療
課　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
０

日
米
親
善
少
年
野
球
交
流
事
業

　
ア
メ
リ
カ
の
ア
リ
ゾ
ナ
州
プ
レ
ス
コ
ッ

ト
市
よ
り
、
少
年
野
球
チ
ー
ム
を
迎
え
て

国
際
交
流
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

　

訪
問
団
は　

名
か
ら
な
る
少
年
野
球

１１

チ
ー
ム
と
引
率
者　

名
の　

名
が
、
７
月

16

27

　

日
牙
か
ら　

日
俄
ま
で
の
５
日
間
富
良

１０

１４

野
市
を
訪
れ
、
地
元
中
学
生
野
球
チ
ー
ム

と
の
交
流
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

日
程　

７
月　

日
牙　

１０

　

市
表
敬
訪
問
（
文
化
会
館
）

　

野
球
教
室
参
加
（
市
民
野
球
場
）

７
月　

日
画

１１

　

野
球
観
戦
（
札
幌
ド
ー
ム
）

７
月　

日
臥
・　

日
蚊　

１２

１３

　

野
球
交
流
試
合
（
市
民
野
球
場
）

架
社
会
教
育
課　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
８

激変緩和措置後の保険料税制改正が実施さ
れないものとした
場合の保険料段階

保険料の
段階 平成２０年度平成１９年度平成１８年度

36,300円36,300円28,900円第１段階
第４段階

43,800円
36,300円36,300円28,900円第２段階

39,800円39,800円36,300円第３段階

43,800円43,800円32,800円第１段階

第５段階

54,700円

43,800円43,800円32,800円第２段階

47,300円47,300円39,800円第３段階

50,800円50,800円47,300円第４段階

世帯Ｂ世帯Ａ

○○国保加入者が６５歳以上の方だけである１

×○
世帯主（納税義務者）が、年額１８万円以
上の公的年金を受給している

２

×○世帯主が国保加入者である３

この場合は、特別徴収
の対象となります。

国保税と介護保険料の合計額が年金額
の2分の1以下であれば、年金から天引
きの特別徴収となります。

この場合は、
特別徴収に
なりません。

資

▼ ▼

国保税が特別徴収になるのはどんな世帯？
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富
良
野
市
功
労
表
彰
・
貢
献
表
彰

候
補
者
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い

■
功
労
表
彰

　

次
に
該
当
す
る
個
人
・
団
体
が
対
象
と
な
り
ま
す

虚
自
治
の
振
興
発
展
に
功
績
が
顕
著
　
８
～
　
年
以
上

２０

　

市
長
や
議
員
、
行
政
委
員
な
ど
を
対
象
と
し
ま
す
。

許
産
業
経
済
の
振
興
発
展
に
功
績
が
顕
著
　
　
年
以
上

２０

　

商
工
観
光
、
建
築
土
木
、
農
林
関
係
分
野
で
そ
れ
ぞ
れ
活
躍
、
功
績

の
あ
る
方
な
ど
を
対
象
と
し
ま
す
。
ま
た
、
優
れ
た
発
明
や
改
善
を
し

た
方
も
対
象
と
し
ま
す
。

距
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
環
境
に
功
績
が
顕
著
　
　
年
以
上

２０

　

疾
病
予
防
、
社
会
福
祉
向
上
、
環
境
の
保
全
、
廃
棄
物
の
適
正
処
理

な
ど
に
功
績
の
あ
る
方
、
民
生
児
童
委
員
、
人
権
擁
護
委
員
な
ど
を
対

象
と
し
ま
す
。

鋸
教
育
・
文
化
・
体
育
・
科
学
技
術
の
振
興
に
功
績
が
顕
著
　
　
年
以
上

２０

　

学
術
、
芸
術
、
教
育
、
文
化
財
保
護
、
体
育
振
興
な
ど
に
功
績
の
あ

る
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

■
貢
献
表
彰　

次
に
該
当
す
る
個
人
・
団
体
が
対
象
と
な
り
ま
す

虚
地
域
自
治
・
地
域
振
興
に
大
き
く
貢
献
　
　
年
以
上

２０

　

連
合
会
長
や
町
内
会
長
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
青
少
年
育
成
活
動

な
ど
各
種
の
市
民
活
動
に
功
績
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

許
市
民
の
生
命
、
財
産
及
び
安
全
を
守
る
た
め
、
容
易
に
他
人
の
な
し

え
な
い
顕
著
な
事
績
を
上
げ
た
方

■
推
薦
方
法

　
「
候
補
者
推
薦
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
（
必
要
に
応
じ
て
参
考
資
料

を
添
付
）
し
、
市
役
所
、
山
部
・
東
山
支
所
に
直
接
提
出
、
ま
た
は
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
期　

日　

８
月
１
日
画　

必
着

■
そ
の
他　

推
薦
書
及
び
推
薦
要
領
は
、
総
務
課
・
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
  　
　
　

架
総
務
課　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
０

富良野駅前地区土地区画整理事業 架中心街整備推進課　拶39‐2315

陰から見た新常盤通（無頭川モール）完成予想図

隠から見た新常盤通（無頭川モール）完成予想図

○平成２０年度工事概要について
・高質空間整備工事（無頭川モール整備）
　工期　５月２日～１０月３１日
　インターロッキングブロック　延長160ｍ、幅5.0ｍ
　木道　延長130ｍ、水路　皿型側溝　延長48ｍ
・高質空間整備工事（舗装工）
　工期　５月２日～７月３１日
　アスファルト安定処理　延長125ｍ、幅4.6ｍ
・高質空間整備工事（街区公園整備）
　工期　５月３０日～１０月３１日
　公園整備　340愛、ベンチ　９基、植栽　高木１本

※この他、駐車場・駐輪場の整備を行います。

　工事完成後、新常盤通への車輌の進入は、東
２条通側から相生通への片側一方通行になりま
す。工事期間中は、みなさんにご迷惑をおかけ
しますがご協力をお願いします。

○新常盤通（無頭川モール）完成イメージについて
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変　更　点

残
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

残
音
楽
パ
レ
ー
ド

残
子
ど
も
へ
そ
踊
り
大
会

残 
神
輿 

み
こ
し

残
北
海
へ
そ
踊
り
大
会

　

午
後
７
時　

分
〜
８
時　

分

30

３０

残
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ほ
か

第40第40回回

北北海海へそ祭へそ祭りり
北海へそ祭りも節目の第４０
回目を迎え、過去39回の祭
りを踊りグッズや写真、ポ
スターなどを展示し振り返
ります。また、おもしろへ
そグッズの展示、児童お絵
かき展も同時に開催します。
と　き　7月4日晶～２９日昇
ところ　ふらのステージ

へそコレクション展

厳選された１０作品を上映し
ます。映像を見る楽しさ、
作る楽しさを共感できるイ
ベントです。
と　き　7月27日掌
　　　　開場：午後6時30分

　　　　開演：午後7時

ところ　DreamHouse  金魚
入場料　無料

※１８歳以下は入場できません

フラノショート
ムービーフェスタ

富良野地域の特産品・地場
産品、富良野にちなんだ商
品の展示・即売会を開催し
ます。
ふらのワインや農産物など、
富良野の味を味わえます。
と　き　
7月28日捷　午後3時～9時

7月29日昇　

　　　午前10時～午後9時

ところ　ホクレンショップ
　　　　あさひ店駐車場

特　産　市

 主
な
日
程

28日捷

残
各
種
イ
ベ
ン
ト

残 
神
輿 

み
こ
し

残
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

残
北
海
へ
そ
踊
り
大
会

　

午
後
７
時　

分
〜
８
時　

分

30

３０

残
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

29日昇

問合問合せせ

北海へそ祭り実行委員北海へそ祭り実行委員会会

（商工観光課（商工観光課））拶拶３９‐２３１３９‐２３１２２

北海へそ祭りを一層魅力あるものにしていく
ために、検討委員会の議論経過も踏まえ、下
記の点を変更します。
○図腹を基本としつつも、多くのみなさんが
　楽しんで参加していただくため、両日とも
　浴衣や仮装でも参加可能とします。
○短時間で集中して踊っていただくため、両
　日とも踊りの時間を1時間（19:30～20:30）　
とし、あわせてワンウェイ（通りを折り返　
して往復するのではなく、一方通行で踊る）　
を導入します。
○本年に限り、最も優れた団体への賞金額を
　10万円とします。

コンセプト

昭和４４年に始まった「北海へそ祭り」は、節
目となる第４０回目を迎えます。
「北海へそ祭り」を通じて、市民が郷土に誇り
と愛着を持ち、親と子の絆、市民同士、市民
と観光客の絆を深め、ともに感動を分かち合
えるお祭りとして開催します。

北海へそ祭り第４０回検討委員会

第４０回を迎えるにあたり、現状の課題を整理
し将来の方向性を検討するため、検討委員会
を設置し、「北海へそ祭り」のあり方や運営方
法などを検証しました。
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諮ふらのへそマラソン 諮北海イカダ下りin空知川

集合場所　ふらのワイン工場駐車場
申込み　　７月9日我まで
その他　　参加選手を対象としたお
　　　　　楽しみ抽選会を行います。
問合せ・申込み　ＮＰＯ法人ふらの体育協会　拶23‐9666

と き 　７月27日蚊
午前８時４５分開会式
午前９時３０分スタート スタート　布部大橋たもと

ゴール　　富良野大橋
参加料　　無料
申込み　　７月１1日画まで
参加資格　
　高校生以上の健康な方。ただし、高
校生は保護者の同意書が必要。また、
小中学生の参加は保護者同乗を義務
とし、同意書提出
の上で参加を認め
ます。
問合せ・申込み　
　商工観光課　
　拶３９‐２３１２

と き 　７月２0日蚊
午前１１時スタート

ところ　本通り
出店募集数　３０店（1区画 2ｍ×2ｍ）
出店料　５００円
申込み　７月23日我まで
問合せ・申込み
ふらのまちづくり株式会社　拶23‐５１７７

と き ７月２９日峨 午前10時～午後２時

祭り期間中の交通規制にご協力ください

諮フリーマーケット

　　　の部分は７月２８日捷午前５時～３０日
昌午前１１時まで歩行者天国（車輌通行止め）
になります。
　　　の部分は７月２８日捷・２９日昇の両日、
ワンウェイ導入に伴う踊り手の迂回路とな
るため、午後７時～９時まで歩行者天国（車
輌通行止め）になります。

※相生通り拡大図
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国民健康保険税率の改正に

ついて（算定方法など）
省略の理由
　国民健康保険税率の改正につ
いては、平成20年3月13日～4月1
日の期間パブリックコメント手
続を実施しましたが、５月上旬に
賦課の基礎となる平成20年度の
総所得が前年度より、農業所得・
雑所得で２６％近く落ち込む結果
となりました。このため改めて不
足分に見合う税率等の見直しが
必要となり、国民健康保険運営協
議会に再度諮問し答申をいただ
き、６月定例議会に提案（議決）
しました。緊急におこなわなけれ
ばならないため、パブリックコメ
ントを省略しました。（富良野市
情報共有と市民参加のルール条
例第5条第2項第4号）
改正の概要
　後期高齢者医療制度の施行に
伴い、国民健康保険税の算定方法
がこれまでの「医療給付費分」と
「介護納付金分」に、新たに「後
期高齢者支援金分」を加えた額に
変更となります。　平成２０年度よ
り適用されます。（別表）

国民健康保険税の特別徴収

に関する改正（年金からの天

引き）
省略の理由
　地方税法の改正（第706条第2
項）にもとづくものでパブリック
コメントを省略しました。（富良
野市情報共有と市民参加のルー
ル条例第5条第2項第1号）
改正の概要
　老齢等年金給付を受けている
65歳以上の国民健康保険の納税
義務者が世帯主である場合、国民
健康保険税を特別徴収（年金から
の天引き）するための改正。平成
20年10月から実施。（改正内容は
は８ページ「国民健康保険税が年
金から天引きされます」をお読み
ください）
問合せ
保健医療課
〒０７6‐8555　
富良野市弥生町１番１号
志39‐2３10　思２３‐３５２３
電子メール　
hoken-k@city.furano.hokkaido.jｐ

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
配
置

　

小
・
中
学
校
に
在
籍
す
る
発
達
障
が
い
を
含

む
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
適
切
に
支
援

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
教
師
の

マ
ン
パ
ワ
ー
だ
け
で
は
十
分
な
支
援
が
困
難
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
背
景
と
し
て
、
特
別
支
援
学
級
な
ど
に

よ
る
指
導
の
対
象
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、

通
常
の
学
級
に
在
籍
す
る
発
達
障
が
い
の
あ
る

児
童
生
徒
へ
の
教
育
的
対
応
が
ま
す
ま
す
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
、
児
童
生
徒
の
障
が
い
の
状

態
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
食
事
、
教
室

移
動
の
補
助
と
い
っ
た
学
校
に
お
け
る
日
常
生

活
上
の
介
助
や
、
学
習
障
が
い
（
Ｌ
Ｄ
）
の
児

童
生
徒
に
対
す
る
学
習
支
援
、
注
意
欠
陥
多
動

性
障
が
い
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）
の
児
童
生
徒
に
対
す

る
安
全
確
保
な
ど
の
学
習
活
動
上
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
う
「
特
別
支
援
教
育
支
援
員
」
を
平
成　
２０

年
度
か
ら
、
富
良
野
小
学
校
、
扇
山
小
学
校
、

東
小
学
校
、
富
良
野
東
中
学
校
、
富
良
野
西
中

学
校
に
各
１
名
配
置
し
ま
し
た
。

一人ひとりのニーズに対応した
教育支援のために

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
具
体
的
な
仕
事

　

特
別
支
援
教
育
支
援
員
は
、
小
・
中
学
校
に

お
い
て
校
長
、
教
頭
、
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
担
任
教
師
と
の
連
携
の
上
、
次
の

よ
う
な
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

虚
基
本
的
な
生
活
習
慣
確
立
の
た
め
の
日
常
生

　

活
上
の
介
助

許
発
達
障
が
い
の
児
童
生
徒
に
対
す
る
学
習
支
援

距
学
習
活
動
、
教
室
間
移
動
等
に
お
け
る
介
助

鋸
周
囲
の
児
童
生
徒
の
障
が
い
理
解
促
進

※
学
習
障
が
い
（
Ｌ
Ｄ
）

　

全
般
的
な
知
的
発
達
の
遅
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
聞
く
、
話
す
、
読
む
、
書
く
、
計
算
す
る

ま
た
は
推
論
す
る
能
力
の
う
ち
特
定
の
も
の
の

習
得
と
使
用
に
著
し
い
困
難
を
示
す
状
態
の
こ

と
。

※
注
意
欠
陥
多
動
性
障
が
い
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）

　

年
齢
あ
る
い
は
発
達
に
不
釣
合
い
な
注
意
力

ま
た
は
衝
動
性
、
多
動
性
を
特
徴
と
す
る
行
動

の
障
が
い
で
、
社
会
的
な
活
動
や
学
業
に
支
障

を
き
た
し
ま
す
。

架
学
校
教
育
課　

拶
３
９
‐
２
３
２
０

医療給付費分
賦課限度額（円）平均割（円）均等割（円）資産割（％）所得割（％）

560,00027,80028,000011.8現行

（470,000）（21,000）（21,100）0（6.5）３月提示(案)

470,00021,60021,70007.2改正

介護納付金分
賦課限度額（円）平均割（円）均等割（円）資産割（％）所得割（％）

90,0003,5005,30000.9現行

（90,000）（5,100）（7,900）0（1.4）３月提示(案)

90,0005,1007,90001.5改正

後期高齢者支援金分
賦課限度額（円）平均割（円）均等割（円）資産割（％）所得割（％）

現行

（120,000）（6,800）（6,900）0（2.5）３月提示(案)

120,0006,8006,90002.6改正

（別表）国民健康保険税率の改正内容

※3月提示（案）は3月13日～4月1日の期間にパブリックコメントを実施し　
た際に示した国民健康保険税の改正案です。



13 こうほう No.56２

パブリックコメント手続
（共通事項）
意見を提出できる方
虚市内に住んでいる方許市内で
働いている方距市内で学んでい
る方鋸市内に事業所がある法人
や団体
提出方法
虚封書・ファックス・電子メール
など書面（様式自由）や録音テー
プでお寄せください。
許担当課窓口に直接提出（公表場
所に設置している意見箱にも）
距意見を提出するときは、住所・
氏名などを記入してください。氏
名などは公表しませんが、記入が
ない意見には回答できない場合
もあります。
原案の公表場所
●行政情報コーナー（市役所1階
市民ロビー）
●山部・東山支所窓口●担当課
●市ホームページ

（市民の意見募集）
山部小学校屋内運動場改築

事業について
意見募集期間　
平成２０年7月1日峨～7月２２日峨
原案を作成した理由
　山部小学校（児童数１０７人）は、
昭和62年に校舎改築が行われ現
在の校舎となっており、屋内運動
場は、昭和40年に建設されて以降
42年が経過して老朽度が高く、平
成17年度に実施した耐力度調査
結果にもとづき改築を行うもの
です。改築にあたっては、学校教
育環境の向上を図るとともに、山
部地区における放課後の子ども
たちの安全・安心な活動拠点（居
場所）を設け、子どもたちに文化・
スポーツ活動等体験を通して、心
豊かで健やかに育まれる環境づ
くりを推進し、更に地域住民の避
難所や学校開放事業などへの有
効な活用ができるよう配慮しな

がら進めていく考えです。

原案の概要
虚基本的な考え方
　安全・安心な学校づくりの一環
としての教育環境施設の整備と
放課後子どもプランの推進を図
るとともに、地域住民の避難所・
学校開放事業などの利用に可能
な施設づくりを行う。
許施設の規模と内容
体育館施設　　約９２０㎡
アリーナ、ステージ、器具収納庫、
トイレ(男・女・多目的)、体育館
玄関ホール、多目的ホール(放課後
子ども施設)など
※今後、実施設計により施設の内
容を精査・検討していきます。
距構造と事業費
構造　鉄筋コンクリート1部鉄骨造
事業費　
（平成２０年度）実施設計、地質調
査委託費9,000千円以内
（平成２１年度）　改築工事、外構工
事 200,000千円程度
鋸建設の位置
・現在ある屋内運動場の南側教室
棟の東側に渡り廊下で接続しま
す。
・現在の屋内運動場を利用しなが
ら、新しい屋内運動場を新築し完
成後利用を切替します。
・現在の屋内運動場は完成後解体
し、跡地は駐車場として利用し更
に緑化も行う予定です。
漁その他
・体育館玄関はバリアフリーのた
めのスロープを設置します。
・トイレは、男女和式、洋式、多
目的トイレを設置します。
・屋根や壁の色については周辺環
境に配慮した配色にします。
今後のスケジュール
平成２０年8月　パブリックコメン
トの結果公表予定
平成２０年8月中旬以降　実施設計、
地質調査委託発注予定
平成２１年6月　改築工事発注予定
問合せ/意見提出先
学校教育課
〒０７6‐0032　
富良野市若松町５番10号　
志39‐2320　思23‐3528
電子メール　
kyoiku-k@city.furano.hokkaido.jｐ

市民参加手続の省略
富良野市税条例の一部改正

について（寄付金税制など）
省略の理由
　地方税法の改正にもとづくも
ので、市民参加手続を省略しまし
た。（富良野市情報共有と市民参
加のルール条例第5条第２項第１
号）
改正の概要
虚寄附金税制の見直し
　市町村・都道府県、共同募金会、
日本赤十字社への寄附金につい
て、これまで所得控除方式だった
ものを税額控除方式に改めると
ともに控除対象限度額を総所得
金額などの３０％、控除適用額を
５,０００円以上として平成２０年1月1
日以降の寄附金から適用します。
（平成２１年度個人住民税から適
用）
許証券税制の見直し
　上場株式等に係る譲渡所得等
及び配当所得に係る軽減税率を
一定の経過措置を講じたうえで
廃止し、本則税率で課税します。
また、前年分の上場株式等に係る
譲渡損失の金額があるとき、また
は前年以前3年以内の各年に生じ
た上場株式などの譲渡損失があ
るときは、これらの損失の金額を
上場株式等に係る配当所得の金
額から控除します。（平成２２年度
個人住民税から適用）
距公的年金からの特別徴収制度
の創設
　平成２１年１０月より老齢等年金
給付の支払を受けている６５歳以
上の方から、個人住民税を特別徴
収（年金天引き）します。
鋸減額制度の規定整備 
　省エネ改修工事を行った住宅
に係る固定資産税の減額措置の
創設に伴い、具体的な申告方法な
どについて定めました。
問合せ
税務課
〒０７6‐8555　
富良野市弥生町1番1号
志39‐2３02　思２３‐３５２３
電子メール　
zehmu-k@city.furano.hokkaido.jｐ

市民参加手続の
ページ

概要のみ掲載しています。全文は
公表場所でご覧ください。
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各地で運動会。熱い闘いが繰り広げられる

月下旬から６月上旬にかけて、

市内小中学校で運動会が行われ

ました。６月１日に予定していた富良

野西中学校では、悪天候のため延期と

なりましたが、延期日の３日は快晴と

なり、伝統的な１００ｍ走や対抗リレー、

西中体育大会の特徴でもある学級ア

ピールなどが行われ、今年のテーマで

もある「西中温暖化計画」のとおり、

熱気あふれる体育大会となりました。

５

「人権の花」思いやりの心で育てます

良野人権擁護委員は、市内の小

学校９校に、「人権の花」を贈り

ました。花を育てることにより、友達

や周りの人たちのことを考え、いたわ

りの気持ちを持ってほしいと毎年行

われている運動。６月１７日に富良野小

学校で贈呈式が行われ、４～６年生の

ボランティア委員会１６名が出席しま

した。委員長の高橋翔太くんは、「大

事に育てます」と話してくれました。

富

児
童
･
生
徒
５
４
０
人
が
音
楽
行
進

　
富
良
野
市
音
楽
大
行
進
が
６
月

　
日
、
市
内
の
小
中
学
校
、
高
校

１５な
ど
か
ら
５
４
０
人
の
児
童
、
生

徒
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
な
か
、
花
火

を
合
図
に
富
良
野
小
学
校
グ
ラ
ン

ド
を
樹
海
小
学
校
を
先
頭
に
出
発
。

五
条
通
り
か
ら
相
生
通
り
な
ど
市

練
習
の
成
果
を
市
民
に
披
露中

心
部
を
カ
ラ
フ
ル
な
衣
装
を
ま

と
い
、
ヒ
ッ
ト
曲
な
ど
を
演
奏
し

な
が
ら
行
進
し
ま
し
た
。

　
沿
道
で
は
、
多
く
の
観
客
か
ら

パ
レ
ー
ド
が
通
過
す
る
た
び
、
大

き
な
拍
手
や
声
援
が
お
く
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
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中富良野町
恒例の花火大会！！
２００８ラベンダーまつり

　７月２０日蚊、２００８ラベンダーま
つりを開催します。昼はフラワー
パークを会場に、お笑いライブや
キャラクターショー・生バンド演
奏や豪華商品が当たるゲーム大会
などのイベントが盛りだくさん。
　夜は、町営ラベンダー園を会場
に打ち上げられる花火をぜひご覧
ください。

架実行委員会　拶39‐3033　

南富良野町

太陽と森と湖の祭典
第３７回かなやま湖々水まつり

　７月２６日臥、かなやま湖畔キャン
プ場を会場に「カナダム・ミュー
ジック・ウェイブ」と題したライブ
ステージが開催され、アマチュア音
楽家が熱いステージを繰り広げま
す。２７日蚊は、歌謡ショーなどイベ
ントが盛りだくさん。フィナーレを
飾る花火大会は迫力満点！
　湖を渡る７００メートルのナイアガ
ラの滝は必見です。ぜひご来場くだ
さい。

架太陽と森と湖の祭典実行委員会 
　　　　　　　　　拶５２－2605

まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

「牛乳パックで
おもちゃ作りに

挑戦！！」

毎日牛乳を飲ん

で元気いっぱい

の布礼別っ子。い

ちばんのお気に

入りはよく回る

風車です。

PO法人『C・C・C富良野自然塾』

が進めている「子どもの森づくり

運動」に、山部保育所の子どもたち23

人が参加し、中御料の旧ゴルフ場跡地

に、みずならの苗木48本を植樹しまし

た。今回植樹した苗木は、同保育所周

辺でとれたどんぐりを、1年半ほど前か

ら子どもたちの手で育ててきたもので

す。子どもたちは、自然塾の職員から

指導を受けながら、1本1本丁寧に植樹

を行っていました。

山部保育所の子どもたちが森づくり

上富良野町

かみふらの花と炎の四季彩まつり

と　き　７月２７日蚊午前１０時
ところ　日の出公園
内　容　安政太鼓、仮面ライダー
キバショー、サンライズオーケス
トラ、大橋美月ショー、オヨネー
ズ歌謡ステージ、ポプリ教室、ラ
ベンダーポプリ・蒸留水無料配布
など

架運営委員会事務局 拶45‐2191

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集して

います。自薦・他薦は問いませんので、たくさんのご応募をお待ちしています。

応募、問合先は･･･企画振興課　拶３９‐２３０４

Ｎ

布礼別保育所の
みなさん

民館フェスタが６月１４日、１５日

に文化会館で行われ、両日で約

３０００人の市民が訪れました。当日は、

合唱、オカリナ、詩吟、カラオケなど

の芸能発表会やお花、写真、陶芸の作

品展示などのプログラムが、訪れた市

民を楽しませていました。今年は「手

作り万華鏡展」が初登場し、５０点にも

及ぶ大小さまざまな万華鏡が幻想的

な世界を演出していました。

公

芸術文化に触れる。第４回公民館フェスタ

占冠村
道の駅「自然体感しむかっぷ」

　道の駅では、自然や動物のパネ
ル展示のほか、レストランやおみ
やげ店が並んでいます。さらに、
道の駅内には観光協会職員がいる
ので、観光案内はこちらでご確認
ください。また、道の駅横のポケッ
トパークには、大きな寒暖計を設
置しており、記念写真を撮るには
絶好の場所です。ぜひ、お越しく
ださい。

架占冠村観光協会　 拶39‐8010
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ごみＱ＆Ａ

分別に迷ったら、市民環境課(緯３９‐２３０８)へ

寄付  ありがとうございます
富良野市へ

　富良野ロータリークラブ  
　エゾヤマザクラ　２０本

　富良野ライオンズクラブ
エゾヤマザクラ　２０本
サクランボ　４本

　川越美代子（東町）　　金　5万円

生涯学習センターへ

　佐藤　友吉（栄町）  
アンモナイト化石　１点

順不同・敬称略

本棚などは、大きさによって処理料金が違うのですか？Ｑ
本棚は、大きさによって処理料金が違います。一辺の長さ
90cmまでが小型扱いで420円、一辺の長さ150cmまでが中型

扱いで840円、一辺の長さ151cm以上が大型扱いで1,260円にな
ります。粗大ごみ収集の申込みの際、おおよその寸法をメモし
てくると受付がスムーズです。該当する処理料金に必要なごみ
処理券（1枚420円券）の枚数分をお買い求めください。

Ａ

歯磨き粉などのチューブ類は、以前まで固形燃料ごみでしたが、
４月からプラスチック類の分類に変更になったのですか？Ｑ
歯磨粉などのチューブ類で汚れが落ちない場合、固形燃料
ごみとしていますが、中身を使い切って軽くすすいで頂け

ればプラスチック類で出すことができます。この分別のルール
に変更はありません。少しの手間をかけることで再び再生油な
どの資源に生まれ変わることになるのです。

Ａ

 譲
り
ま
す
 

捌
観
賞
用
水
槽
捌
省
エ
ネ
ナ
ビ
捌
あ
ん

ま
機
捌
ハ
イ
パ
イ
プ
ベ
ッ
ト
（
下
に
机

付
）
捌
石
油
ス
ト
ー
ブ
（
煙
突
タ
イ
プ
）

捌
大
人
用
三
輪
車
捌
ス
テ
レ
オ
・
コ
ン
ポ

 譲
っ
て
く
だ
さ
い
 

捌
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
捌
サ
ン
ポ
ッ
ト
石
油

ス
ト
ー
ブ
捌
緑
峰
高
校
ブ
レ
ザ
ー
（
女
）

捌
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
捌
石
油
ス
ト
ー
ブ

（
煙
突
タ
イ
プ
）
捌
木
製
２
段
ベ
ッ
ト
捌

ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン
捌
男
子
学
生
服
（
１
６
０

唖
〜
１
７
０
唖
）
捌
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
用
ク

ラ
ブ
捌
回
転
台
付
ハ
ン
ド
ミ
キ
サ
ー

消費者相談 Ｑ＆Ａ

Ｑ

A

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センターと各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

　インターネットの勧誘 （30代　女性）

消費相談・ダイヤル交換市は
架富良野市消費生活センター 
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
　月～金曜日 午前１０時～午後４時

※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

７日前に、インターネットが安くなると電話が来
ました。私は興味がないのでいらないと断ったの

ですが、「やっていれば興味がわいてくる」と、しつこ
く勧誘してきたので「いりません」と言って電話を切り
ました。すると「何で切ったんだ」と再度電話が来まし
た。それでも、「いらない」と断ったのですが、「商品を
送る」と言って電話が切れました。どうしたら良いで
しょうか。

相談者には、電話がきても無視するよう助言しま
した。商品が送られて来た場合には、受け取り拒

否すること、併せて受け取り拒否をする方法も説明しま
した。今後も契約の意志がなければ、きっぱり断るよう
助言しました。
　最近、インターネットなどに関する電話勧誘の相談件
数が増えています。「通話が無料になる」、「インターネッ
トが１カ月間無料になる」などの言葉巧みな勧誘を見た
り聞いたりしていますが、契約書の内容をよく読んで確
認し、納得してから契約を行ってください。
　迷った時、困った時は消費生活センターへご相談くだ
さい。
※受け取り拒否をするには、配達された時は配達担当者
に、留守中に届いた場合には配送業者の窓口担当者に受
け取り拒否する事を伝えてください。
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-k@city.furano.hokkaido.jp） 

乳幼児マッサージ気持ちよかったよ。
お母さんありがとう。

松下 直生 さん(５カ月)(５カ月)・・
なおき

塚本 晴 さん(６カ月)６カ月)
はる

長井 明日風 さん(６カ月)・(６カ月)・  小川あやなさん(4カ月)(4カ月)
あすか

慢
性
腎
臓
病
の
予
防

　

腎
臓
を
守
る
た
め
に
は
、
次
の

こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
血
圧
を
下
げ
る
。

②
血
糖
を
下
げ
る
。

③
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下

げ
る
。

④
肥
満
を
解
消
す
る
。

⑤
た
ん
ぱ
く
質
・
塩
分
を
摂
り
過

ぎ
な
い
。

　

慢
性
腎
臓
病
を
早
期
に
発
見
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
。
市
の
国
民

健
康
保
険
が
実
施
す
る
特
定
健
診

で
は
、
全
員
「
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
」

検
査
を
行
い
、
Ｇ
Ｆ
Ｒ
を
計
算
し

て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
ぜ

ひ
特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

お元気ですか　保健師　です ●慢性腎臓病を予防しましょう

増
え
て
い
る
人
工
透
析

　

わ
が
国
の
人
工
透
析
の
患
者
数

は　

万
人
を
超
え
、
さ
ら
に
毎
年

２５
１
万
人
以
上
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

今
や
国
民
５
０
０
人
に
一
人
が
透

析
を
受
け
、
透
析
に
か
か
る
医
療

費
が
年
間
１
兆
円
を
超
え
る
時
代

と
な
り
ま
し
た
。
富
良
野
市
で
も

平
成　

年
度
末
現
在　

人
の
方
が

１９

53

人
工
透
析
を
受
け
て
い
ま
す
。

慢
性
腎
臓
病
と
は

　

尿
蛋
白
陽
性
な
ど
の
腎
疾
患
の

存
在
を
示
す
所
見
も
し
く
は
腎
機

能
低
下
が
３
カ
月
以
上
続
く
状
態

を
「
慢
性
腎
臓
病
」
と
い
い
ま
す
。

慢
性
腎
臓
病
は
、
人
工
透
析
の
予

備
群
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
心
筋

梗
塞
な
ど
の
心
血
管
系
疾
患
の
危

険
因
子
で
も
あ
り
ま
す
。

　

慢
性
腎
臓
病
の
定
義
に
あ
る

「
腎
機
能
低
下
」
は
「
糸
球
体
ろ
か

量
（
Ｇ
Ｆ
Ｒ
）
の
低
下
」
を
示
し

て
い
ま
す
。
Ｇ
Ｆ
Ｒ
は
、
血
液
検

査
で
「
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
」
を
測
定

し
、
そ
の
値
か
ら
推
算
し
て
得
ら

れ
る
数
値
で
す
。
Ｇ
Ｆ
Ｒ　

未
満

60

を
腎
機
能
低
下
と
し
て
い
ま
す
。

慢
性
腎
臓
病
の
症
状

　

自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の

が
慢
性
腎
臓
病
の
特
徴
で
す
。
む

く
み
や
倦
怠
感
な
ど
の
症
状
が
出

現
し
た
段
階
で
は
、
か
な
り
腎
機

能
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

左から

人見知りもせず毎

日元気いっぱい遊

んでいます。

　柿木　 皇輝 さん
こうき

（９カ月）（９カ月）　
北斗町　
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このページは広告料収入で作成しています

く
ら
し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
　
　
　

受
給
者
の
方
へ

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て

い
る
方
は
、
前
年
の
所
得
や
異
動

状
況
を
確
認
す
る
「
特
別
児
童
扶

養
手
当
所
得
状
況
届
」
の
提
出
が

必
要
で
す
。

　
本
年
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で

の
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
ら

れ
る
資
格
の
有
無
を
審
査
す
る
も

の
で
す
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、

８
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間
　
対
象
者
に
は
提
出
書

類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
８
月
８

日
画
～
　
日
画
ま
で
に
提
出
し
て

２２

く
だ
さ
い
。

架
福
祉
課　

拶
３
９
‐
２
２
１
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

多
重
債
務
者
向
け
相
談
会
　

　
北
海
道
財
務
局
で
は
、
借
金
の

取
立
て
や
、
借
金
を
自
ら
の
収
入

で
は
返
済
し
き
れ
な
い
な
ど
、
借

金
に
関
す
る
お
悩
み
を
お
聞
き
し
、

解
決
す
る
方
法
を
提
案
す
る
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
（
要
予

約
）

と
　
き
　
７
月
　
日
峨
・
　
日
我

29

３０

　
　
午
前
9
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

問
合
せ
／
相
談
場
所

北
海
道
財
務
局
旭
川
財
務
事
務
所

（
旭
川
市
５
条
通
　
丁
目
左
９
号
）

１０

拶
０
１
６
６
‐
２
６
‐
４
１
５
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

心
身
障
が
い
者
の
巡
回
相
談

と
　
き
　
８
月
　
日
俄
午
後
１
時

２５

～
　
日
牙
正
午

２８
と
こ
ろ
　
旭
川
市
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
お
ぴ
っ
た
」（
宮
前
通
東

４
１
５
５
番
地
　
）
３０

内
　
容
　
知
的
障
が
い
の
方
の
療

育
手
帳
の
交
付
の
可
否
、
及
び
障

が
い
程
度
の
判
定
。
そ
の
他
専
門

的
相
談
な
ど

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
７
月
　
日
我
ま
で
に
福

３０

祉
課
福
祉
総
務
係
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

※
今
後
も
不
定
期
に
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
随
時
、
広
報
な
ど
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

架
福
祉
課　

拶
３
９
‐
２
２
１
１

広告①広告②

催
し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

博
物
館
自
然
調
査
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
ふ
ら
の
ザ
リ
ガ
ニ
探
検
隊
」

　
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
に
指
定
さ
れ
て

い
る
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
の
生
息
調

査
を
と
お
し
て
身
近
な
水
辺
環
境

を
学
ぶ
と
と
も
に
、
自
然
の
あ
り

方
や
外
来
種
問
題
を
考
え
ま
す
。

第
１
回
　
旭
川
市
江
丹
別
地
区
に

お
い
て
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
の
防
除

活
動
に
参
加
し
、
近
年
問
題
と

な
っ
て
い
る
外
来
生
物
に
つ
い
て

学
習
し
ま
す
。（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
利

用
）

と
　
き
　
７
月
　
日
牙

３１

　
　
　
　
午
前
８
時
～
午
後
５
時

第
２
回
　
鳥
沼
公
園
に
お
い
て
ニ

親を元気に育てれば、あな

たの老後も安心です
　　　　　　米山　公啓
あなたの親は元気ですか？
親が健康なら、子どもも健康
になり、親がいつまでも元気
ならあなたの人生の質も高
くなります。互いに楽しく歳
をとり、親と健康に生きるた
めに大切なことを医学博士
である著者が提案していま
す。

架図書館　拶２２‐３００５

７月の休館日　７日俄、１４日俄、２１日俄
　　　　   　　２２日峨、２５日画、２８日俄

２階展示ホール　
　７月１日峨～９日我「満月倶楽部書道展」
　７月１０日牙～２０日蚊「第１７回富良野水墨画展」
１階エントラスホール　
　７月１日峨～１３日蚊
　「図書館を使った調べる学習賞コンクール作品展」
多目的ホール　
　７月１２日臥午前１０時３０分　「おはなし会」
１階お話コーナー
　毎週水曜日午後３時　「どんぐりおはなし会」

開館時間　火～金曜日　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時～午後５時

図書館だより図書館だより

今月の注目の今月の注目の本本

●児童書（新着）
やまわき　ゆりこゆうこのキャベツぼうし
しもだ　ともみあたしのおみみって？

●一般書（新着）
林　真理子ＲＵＲＩＫＯ
薬丸　岳虚夢

※７月１日より「ハリー・ポッターと死の秘宝」の
予約を受付けます。
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ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
や
水
生
生
物
の
生

息
調
査
を
し
ま
す
。

と
　
き
　
８
月
９
日
臥
午
前
９
時

～
正
午
（
小
雨
決
行
）

講
　
師
　
ザ
リ
ガ
ニ
探
偵
団
研
究

室
主
宰
　
斎
藤
和
範
先
生

定
　
員
　
　
名
２０

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
２
回
と
も
参
加
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
原
則
で
す
。　
電

話
で
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

広告③広告④

架
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

拶
４
２
‐
２
４
０
７

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
　

統
一
標
語
　
「
あ
い
さ
つ
で
　
心

と
心
が
　
む
す
ば
れ
る
」　

　
（
山
部
小
・
北
村
友
之
助
く
ん
）

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。
７
月
を
強
調
月
間
と
し
て
、

各
種
の
啓
発
活
動
や
行
事
を
実
施

し
ま
す
。

啓
発
街
頭
パ
レ
ー
ド
　

７
月
　
日
牙
　

１０

出
発
式
　
午
後
１
時
　
分
　

４５

　
　
　
　
文
化
会
館

ス
タ
ー
ト
　
午
後
２
時
　
五
条
通

り
→
相
生
通
り
→
本
通
り

※
富
良
野
緑
峰
高
校
吹
奏
楽
部
が

パ
レ
ー
ド
を
先
導
し
ま
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
　

７
月
　
日
俄
　
午
前
８
時
　
分

２１

３０

山
部
太
陽
の
里
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

参
加
料
は
２
０
０
円
（
シ
ー
ズ
ン

券
購
入
者
は
無
料
）
市
民
１
０
０

名
先
着
順
。
申
し
込
み
は
福
祉
課
、

山
部
・
東
山
支
所
ま
で
。

架
福
祉
課　

拶
３
９
‐
２
２
１
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

高
円
宮
賜
杯
全
日
本
学
童
軟
式
野

球
大
会
北
・
北
海
道
予
選
大
会
　

　
北
・
北
海
道
地
区
か
ら
　
チ
ー

１３

ム
、
地
元
３
チ
ー
ム
、
合
計
　
チ
ー

１６

ム
に
よ
る
小
学
生
の
野
球
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
全
道
・
全
国
大
会

に
結
び
つ
く
大
会
で
、
地
元
小
学

生
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

と
　
き
　
７
月
　
日
臥
～
　
日
俄

１９

２１

と
こ
ろ
　

　
市
民
野
球
場
、
市
営
若
葉
球
場
、

　
河
川
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
球
場

架
軟
式
野
球
連
盟

　
　
　
　
　
拶
２
２
‐
２
４
０
７

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

夏
の
風
物
詩
・
ホ
タ
ル
の
観
察
会

　
夏
の
夜
を
幻
想
的
に
飛
び
交
う

ホ
タ
ル
。
鳥
沼
公
園
に
生
息
す
る

ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
観
察
を
と
お
し
て
、

身
近
な
自
然
環
境
と
生
態
系
に
対

す
る
理
解
を
深
め
ま
す
。

と
　
き
　
７
月
　
日
臥
午
後
８
時

１９

～
９
時
（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ
　

　
　
鳥
沼
公
園
（
駐
車
場
集
合
）

定
　
員
　
　
名
４０

参
加
料
　
無
料

服
　
装
　
野
外
観
察
に
適
し
た
服

装
（
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
な
ど
）

申
込
み
　
電
話
で
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

架
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

拶
４
２
‐
２
４
０
７

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

糖
尿
病
教
室
　
　
　
　
　

「
夏
の
麺
料
理
講
習
会
」　

と
　
き
　
７
月
　
日
画
午
前
　
時

１８

１０

平
成
　
年
度

１９

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
に
つ
い
て

　

農
業
・
農
村
は
、
単
に
食
料
を

供
給
す
る
基
盤
と
し
て
の
役
割
だ

け
で
は
な
く
、
農
業
生
産
活
動
な

ど
を
通
じ
国
土
や
水
資
源
の
保
全
、

良
好
な
景
観
形
成
な
ど
の
多
面
的

機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
中
山
間
地
域
は
傾
斜

地
が
多
く
農
業
生
産
活
動
が
不
利

な
地
域
の
た
め
、
耕
作
放
棄
地
の

増
加
な
ど
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
本

制
度
は
、
平
成　

年
度
か
ら
５
カ

１２

年
の
前
期
対
策
に
引
き
続
き
、
平

成　

年
度
か
ら
５
カ
年
の
対
策
と

１７
し
て
生
産
条
件
の
格
差
な
ど
を
集

落
へ
直
接
支
払
い
し
、
耕
作
放
棄

防
止
な
ど
に
努
め
る
も
の
で
す
。

　

本
制
度
の
透
明
性
を
確
保
す
る

観
点
か
ら
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

対
象
農
用
地
及
び
対
象
基
準

▼
通
常
基
準　

急
傾
斜
農
用
地

（
田
で
１
／　

、
畑
・
草
地
・
採
草

２０

放
牧
地
で　

度
以
上
）

１５

▼
次
の
基
準
の
う
ち
、
市
町
村
長

な
ど
が
特
に
必
要
と
認
め
る
も
の

虚
緩
傾
斜
農
用
地
（
田
で
１
／　

、
１００

畑
・
草
地
・
採
草
放
牧
地
で
８
度

以
上
）

許
高
齢
化
率
が　

％
以
上
で
、
耕

４０

作
放
棄
率
の
高
い
農
用
地

富
良
野
市
の
実
施
状
況　

◆
集
落
数　

１
集
落

◆
協
定
参
加
者　

７
７
９
人

◆
交
付
対
象
面
積

２
０
５
０
・
０
２
７
佐

◆
交
付
金
額

１
億
３
７
０
７
万
４
４
円

交
付
金
の
使
わ
れ
方

　

対
象
と
な
る
集
落
の
集
落
協
定

に
も
と
づ
き
、
集
落
へ
支
払
う
交

付
金
の
う
ち
、
１
／
２
は
農
業
者

に
直
接
配
分
し
、
１
／
２
は
集
落

の
共
同
取
り
組
み
活
動
に
充
て
ら

れ
ま
し
た
。

主
な
共
同
取
組
活
動

虚
農
道
、
水
路
な
ど
の
定
期
的
な

泥
上
げ
や
草
刈
り

許
エ
ゾ
シ
カ
防
止
柵
の
設
置
と
周

辺
林
地
の
下
草
刈
り

距
共
同
利
用
農
業
機
械
の
購
入

鋸
担
い
手
の
育
成

漁
有
害
鳥
獣
の
駆
除

禦
環
境
美
化
活
動
と
し
て
並
木
道
、

街
路
な
ど
の
環
境
整
備

魚
河
川
・
堤
防
の
環
境
美
化

架
農
林
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
９
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このページは広告料収入で作成しています

受
　
付
　

　
　
８
月
１
日
画
～
９
月
　
日
我

１０

試
験
日
　
　
１
次
　
９
月
　
日
臥

２０

距
航
空
学
生
（
男
・
女
）

受
験
資
格
　

　
　
高
卒
（
見
込
含
）　

歳
未
満

２１

受
　
付
　

　
　
８
月
１
日
画
～
９
月
　
日
我

１０

試
験
日
　
　
１
次
　
９
月
　
日
峨

２３

架
上
富
良
野
地
域
事
務
所

拶
４
５
‐
３
４
１
２

　

総
務
課

拶
３
９
‐
２
３
０
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
試
験
　

　
市
で
は
、
排
水
設
備
指
定
工
事

店
の
資
格
要
件
に
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
制
度
を
導
入
し
、
全

道
統
一
試
験
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
既
に
登
録
し
て
い
る
方

は
、
受
験
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
　
き
　
　
月
５
日
我

１１

　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
３０

広告⑤広告⑥

入
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
）
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

架
都
市
建
築
課拶

３
９
‐
２
３
１
６

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

中
央
保
育
所
と
麻
町
保
育

所
の
入
所
児
童
を
募
集

　
お
住
ま
い
の
地
域
に
関
係
な
く

希
望
す
る
保
育
所
に
入
所
で
き
ま

す
。
募
集
人
員
は
、
６
月
１
日
現

在
で
す
。

中
央
保
育
所
　
１
歳
児
４
名
、
２

歳
児
３
名
、
３
歳
児
１
名
、
４
歳

児
４
名
、
５
歳
児
１
名

麻
町
保
育
所
　
１
歳
児
６
名
、
２

歳
児
５
名
、
３
歳
児
３
名
、
４
歳

児
５
名
、
５
歳
児
４
名

保
育
時
間
　

　
午
前
７
時
　
分
～
午
後
６
時

３０

入
所
基
準
　

　
共
働
き
、
パ
ー
ト
、
内
職
、
自

営
、
病
人
の
介
護
な
ど
で
保
育
が

困
難
な
家
庭
の
児
童

架
こ
ど
も
未
来
課

拶
３
９
‐
２
２
２
３

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

自
衛
官
採
用
試
験

虚
２
等
陸
海
空
士
（
男
・
女
）

受
験
資
格
　
　
歳
以
上
　
歳
未
満

１８

２７

受
　
付
　

　
　
８
月
１
日
画
～
９
月
　
日
我

１０

試
験
日
　
　
男
子
　
９
月
　
日
俄

２２

　
　
　
　
　
女
子
　
９
月
　
日
蚊

２８

許
一
般
曹
候
補
生
（
男
・
女
）

受
験
資
格
　
　
歳
以
上
　
歳
未
満

１８

２７

～
午
後
　
時
　
分
（
受
付
午
前
９

１２

３０

時
　
分
）

３０
と
こ
ろ
　

　
　
文
化
会
館
１
階
調
理
実
習
室

参
加
費
　
５
０
０
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン

申
込
み
　
７
月
　
日
画
ま
で

１１

架
協
会
病
院
相
談
セ
ン
タ
ー

拶
２
３
‐
２
１
８
１

募
集

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

市
・
道
営
住
宅
入
居
者
募
集

一
般
世
帯
向
け
住
宅
（
単
身
者
可
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
戸

北
の
峰
西
（
北
の
峰
町
　
番
）
浴

２３

室
有
（
昭
和
　
年
３
Ｄ
Ｋ
）

５２

高
齢
者
等
世
帯
向
け
住
宅
（
単
身

者
を
除
く
）　
　
　
　
　
　
  １
戸

し
ら
か
ば
（
錦
町
　
番
）
浴
室
有

１０

（
平
成
　
年
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

１０

高
齢
者
等
向
け
住
宅
（
単
身
者
可
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
戸

緑
町
（
緑
町
３
番
）
浴
室
有
（
平

成
７
年
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
） 

受
付
期
間

　
　
　
　
７
月
７
日
俄
～
　
日
画

１８

入
居
資
格
　

虚
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

許
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

距
収
入
が
基
準
以
内
の
方

家
　
賃
　
入
居
す
る
方
の
収
入
に

よ
り
決
ま
り
ま
す
。

申
込
み
　
都
市
建
築
課
に
あ
る
申

込
書
に
記
入
し
、
必
要
な
書
類
（
収

富良野市は北海道環境宣言に賛同します

富良野市では、平成２０年４月２１日
に発信された北海道環境宣言の趣
旨に賛同し、「環境と共生」の文化
を標榜する資源循環型のまちふら
のとして市民・事業者とともに北
海道環境スピリッツ「３つの心」
を大切にし、環境にやさしい「８
つの行動」を実践して「エコアイ
ランド北海道」の実現に努めます。
平成２０年６月６日

　　　　富良野市長　能登芳昭

８つの行動

虚道民一人一日１０％（1.1㎏）の二酸化
　炭素を減らそう。
許オフィスや事業所の省エネルギーや
　省資源をすすめよう。
距道民一人３０本植樹運動を実践しよう。
鋸道民一人一日１０％（８０ｇ）のごみを
　減らそう。
漁資源を地域内で循環する地産地消を
　すすめよう。
禦北海道をきれいにする清掃活動に参
　加しよう。
魚自然のすばらしさにふれ、身近な川
　や湖などを守る環境保全活動に参加
　しよう。
亨環境と調和した農林水産業や観光業
　をすすめよう。

３つの心

虚地球を守る心
許もったいない心
距自然と共生する心
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金
の
募
集
　

募
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間
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長
　
伊
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郎
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指
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行
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店
・
支
店
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口
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限
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手
数
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料

許
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替
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郵
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局
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込
手
数
料
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除
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口
座
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5
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3
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1

口
座
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日
本
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十
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※
通
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岩
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岩
手
県
」
と
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こ
と
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受
領
証
発
行
希
望
の
方
は
そ
の
旨

年年金金だだよよりり

国民年金保険料をクレジットで
納付できるようになりました

　平成２０年３月分の保険料よりクレジット納付がで

きるようになりました。

　クレジットカード支払いは、事前に申込用紙をご

提出いただき、以後、将来の保険料を定期的にクレ

ジットカード会社が立替払いし、クレジットカード

会社からカード会員の方に請求する方法です。

☆支払方法

虚毎月納付　　毎月末日に当月分の立替納付します。

許６カ月前納　４～９月分保険料を４月末日に、１０

　　　　　　　月～３月分保険料を１０月末日に立替

　　　　　　　納付します。

距１年前納　　４月～翌年３月分保険料を４月末日

　　　　　　　に立替納付します。

※支払回数は１回払いです。

　（分割払い、リボ払いはご利用になれません）

※許、距を希望の場合、ご利用になるクレジットカー

　ドの利用限度額が前納金額を上回っている必要が

　ありますので、ご注意下さい。

※口座振替割引は適用されません。

※過去の未納分については適用されません。

保険料の支払いはお忘れなく

   国民年金・老齢基礎年金
　　　　　　　　　　の裁定請求手続き
　昭和１８年７月生まれ(満６５歳)の方は、誕生日の
前日以降に手続きをしてください。　厚生年金の
受給者は、誕生月に送られてくるはがきが、基礎
年金の手続きになります。
栢必要なもの
　印鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本など
栢市役所②番窓口にお越しください。

広告⑦広告⑧
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■先日所用で東北に行ってきました。朝、駐車場に
いるとき、地震がきました。岩手・宮城内陸地震で
した。私たちがいた登米市は震度５強。今まで経験
したことがない揺れで転倒しないよう何かに掴
まっていることしかできず・・。日頃からの災害に
対する備えが大事だと痛感しました。被災地の一日
も早い復興を願っています。（み）

■ナイターソフトボール大会に今年初参加しまし
た。３回の守備から出場させてもらいましたが、そ
の回に２２点取られての大逆転負け。打者３巡の猛攻
に遭い、３つのアウトを取るのがこんなに大変だっ
たのは初めてです。悲しい敗戦でしたが、この次こ
そは初勝利めざして頑張ります（と）

編集
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昭
子

帰
省
子
の
笹
舟
を
追
ふ
山
河
か
な

中
田
　
通
子

稜
線
を
駆
け
る
が
ご
と
し
雨
足
は

身
近
に
迫
り
我
を
追
ひ
来
し
　
　
　
　
　
鎌
田
　
敬
子

た
は
む
れ
に
字
句
並
べ
た
る
我
が
短
歌

活
字
と
な
り
て
載
る
は
面
映
ゆ
し
　
　
　
赤
沼
　
ひ
さ

花
の
中
平
和
記
念
塔
鎮
も
り
て

仰
ぐ
さ
く
ら
の
ふ
と
翳
り
く
る
　
　
　
　
近
藤
富
貴
子

は
ら
は
ら
と
散
り
つ
つ
も
匂
ふ
さ
く
ら

花
浴
び
て
友
ら
の
語
り
は
果
て
ず
　
　
　
富
永
ス
ミ
子

落
ち
椿
地
面
に
か
さ
な
り
紅
鮮
や
か
に

一
輪
拾
ひ
て
テ
ィ
ッ
シ
ュ
に
く
る
む
　
　
山
内
　
千
代

災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日～金曜日　
　　　　　　　　　午後６時～６時５分
まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
・放送日時　７月26日臥　午前１０時～１０時４５分

⑲

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ

で
す
が
、
手
間
を
か
け
た
分
、

身
体
に
と
っ
て
は
本
当
に
い

い
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

自
然
に
優
し
い
も
の
は
人

間
に
も
優
し
い
・
・
金
ゴ
マ

は
人
間
や
地
球
に
も
優
し
い

　

西
脇
と
い
え
ば
、
日
本
の

へ
そ
、
へ
そ
と
い
え
ば
ゴ
マ
。

そ
ん
な
発
想
か
ら
５
月
に
発

足
し
た
こ
の
研
究
会
は
、
化

学
肥
料
と
農
薬
を
一
切
使
用

し
な
い
金
ゴ
マ
栽
培
を
産
地

「
日
本
の
へ
そ
ゴ
マ
研
究
会
」

ゴ
マ
に
な
り
ま
す
。會 
瓢

箪
 

ひ
ょ
う
た
ん

か
ら
「
ゴ
マ
」
の
精
神
で
、

愛
と
有
機
の
ゴ
マ
栽
培
偕
を

モ
ッ
ト
ー
に
取
り
組
ん
で
い

く
、
と
い
う
こ
と
で
す
。（
広

報
に
し
わ
き
６
月
号
よ
り
）

化
し
、
元
気
で
夢
の
あ
る
農

業
を
行
っ
て
い
こ
う
と
発
足

し
た
も
の
で
す
。

　

除
草
や
害
虫
駆
除
は
す
べ

て
人
力
で
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
大
変
な
作
業

７月から放送
時間が変更に
なりました！


